
 

 ～中学校部活動の地域展開について～  

日田市教育委員会 

 

中学校の部活動は今後、どうなっていくのか？ 
 

 

 

 

【国の方針】中学校部活動の地域展開について 

 ・急激な少子化が進む中でも、将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親し 

む機会を確保・充実することが部活動改革（地域展開）の主目的。 

 ・学校単位で部活動として行われてきたスポーツ・文化芸術活動を、地域全体で関係者が連携

して支え、生徒の豊かで幅広い活動機会を保障。 

 ・休日の全ての学校部活動については、令和８年～令和１３年の間に地域展開の実現を目指

す。 
 ・平日についても、各種課題を解決しつつ更なる改革(地域展開等)を推進 
 
 

今後、中学校部活動は休日に活動ができなくなる方向です。 

（平日についても、地域展開を進めていく） 

 

 

 

 休日に運動や芸術の体験を希望する場合は、地域クラブ活動や公民館の教室、スポーツクラブ

等で、スポーツ・文化芸術活動を行うことが考えられます。 

 

 

 

 

 
 

   「生徒の受け皿としてどんな地域クラブが必要か、どのように地域展開すれば持続可能 

な活動になるか」等について、現在、中学校部活動検討委員会等で検討しています 
  

【休日の部活動が地域展開した後のイメージ】 

平日（月～金） 休日 

各学校で通常の部活動を実施する ・地域クラブに参加 

（※学校の部活動を地域の方や保護者が指導 

して行う場合も含む） 

・公民館の各教室やクラブチームに参加 

・休養する 

※本人の希望により選択する 

学校部活動が休日に活動できなくなったらどうなるのか？ 
 

地域クラブ 

活動とは？ 

スポーツや文化芸術活動を行うクラブ（部活動ではない） 

〇必ずしも現在中学校が実施している部活動の種目ではなく、幅広い活動 

が想定されます（ボート、フェンシング、書道 等）。 

〇学校で行っている部活動を、休日は保護者や地域の方等が指導者となり、 

活動を行うことも考えられます。 

部活動の地域展開…これまで、部活動として学校（教職員）が担ってきた中学生の「運動や 

文化芸術活動の機会の提供」を、地域で行っていくこと。 



  

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 日田市は、国・県の方針に基づき、まず休日の部活動の地域展開を進めていきます。地域クラ

ブや地域スポーツ団体、文化芸術団体の活動等、生徒の活動の受け皿の確保状況を把握しなが

ら、現在中学校部活動検討委員会等で、スケジュールを含めて地域展開を検討しています。 
                   

 

 

 

 

 

 

地域クラブ活動の想定パターン 
 

いつ学校部活動が休日に活動できなくなるのか？ 
 

 

〇試験的な取組（柔道・野球・サッカーを予定） 

 休日の練習機会の確保を目的として、様々な課題を検証するため実施します。 

詳細は学校と協議し決定しますが、チーム編成等の大会参加には影響しません。 

  ※試験的実施の活動に参加する学校は、平日及び合同で行う活動日以外の休日は、 

自校にて単独での活動（通常の部活動）を行う。 

 

〇認定地域クラブ活動の開始 

 現在、日田市剣道連盟が地域クラブを設立し、日田市の認定を受けて令和８年度から

認定地域クラブとしての活動を始め、中体連の大会に参加する予定です。 

 ※日田市内の中学生が希望すれば、どの中学校からも参加が可能です。 

  詳細は令和８年４月にプリントを配付する予定です。 

 

〇休日の活動に関する説明および方向性の確認 

 休日の活動について学校に説明を行い、各部活動の方向性(どのような地域展開が望ま

しいか)について意見を確認するなど、地域展開の準備をしていきます。 

また、休日の地域クラブ活動は上段に記載した取組が考えられます。（平日と同じメン

バーで活動したい場合は、保護者会運営型のクラブにより活動することも可能です。） 

令和８年度の取組 

令和８年度は、これまで通り平日及び休日に、通常の学校部活動を実施します。 

（複数の競技で試験的な実施や、認定地域クラブの設置も予定しています。） 

現在、令和９年度から休日の部活動を地域展開することを目指して準備しています。 

☆想定される地域クラブ活動の形 

①既存クラブ・団体が受け皿となる形 

②協会・連盟等が新しく作るクラブが受け皿

となる形 

③複数の学校部活動が合同で活動するクラブ

(拠点)を作り受け皿となる形 

④保護者会や地域などが練習機会を確保する

クラブを作り受け皿となる形 

・①②③のクラブでは、複数の学校を

対象とすることが想定される 

・④のクラブでは、単独の学校を対象

とする(例：平日と同じメンバーで

活動する)ことが想定される 
 

※平日の学校部活動と地域クラブ活動の

どちらで大会参加するかは活動ごとに

判断します。 


